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センター活用法 研究生受入れ鯛1度

機器解ド醸本自転車綴興会構動機器

お知らせ 96年度 科学技術セミナー年間計画

寄橋 マルチメデイアのための画像処理と認識

センターニユース

滋賀県工業技術センター
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新たな技術開発支援策への模索
滋賀県工業技術センター 所長1 大槻 藁―

我が国経済は緩やかな景気回復局面にあるといわれていま

すが、昨年来の「大手回復基調、中小苦戦」の景況は現在も基

本的に変わらず、失業率・企業倒産件数の高水準での推移な

ど先行き不安は拭えない状況です。

大企業を中心に海外生産シフトの進行、海外部品調達の推

進、人員肖」減と生産拠点の集約イしなどり承 トラの強行のもと

で、中小企業の受江の減少、単価の引き下げ等々による収益

悪化と設備投資の抑制といった状況が続き、さらには製造業

の停滞が非製造業の各分野にも影響を及ぼしています。

先頃、発表された95年度中小企業白書で|よ 、中小企業の景

気回復の遅れの背景に|よ 、円高、東アジア地域の成長を背景

とした海外展開の急速な進展、製品輸入の増カロなどの「構造的

要因」があり、特に製造業では、これらの要因が中小製造業が

支えてきたモノづくり基盤と地域集積機能の低下、下請分業

構造の流動化、高コストを理由に行き過ぎた調整による「空洞

化」をもたらしていると指摘し、その結果、開業率の低下など

中小企業のダイナミズムが喪失しつつあると分析していま

す。また、これらの構造的変化は「産地」の生産・雇用の減少

にし及んで地域全体としてマイナスの影響を与えるケースも

多いとも述べています。

白書は「高コスト構造」を嫌った製造業の「必要以上に海外移

転を行い国内1部P3の機」(をもたらし

ている」産業の空鵜化に一定の批半1

を力□えているものの基本的には「由―

前での情報力、技術力やリス少の曽

理が求められてtヽるJと して中小企

業まかせの立場をとってtヽますが、

マクロ的には産業構造の転換や経営
―

環境の変化は不可遷となりつつあ

り、中小企業の対応策はどうあるべきかが焦遭の課題となっ

ています。

円高不況の影響が深刻な本県においても地場藤業を倉む地

域経済の安定的かつ持続的発展のために興内産業の動向およ

び将来展望を1的確|こ把握し、本県中小企業の技術 ‐嶋報・幾

融支援等のあり方や支援組織|の見蔭しを大睡に行う必要があ

ると考えられます。工業技術センタ
ー
ーにおきましても壌境対

策分野の研究開発を進めるとともtこ新たに健康福祉 'デザイ

ン産業分野の研究1開発夢業に着手し、またシン少ロトElン放

射光応用技術などの先端技術分野にも取り組むなど時代の要

請に応えつつ滋賀県
=業

の中核的1支援機関としてよりいっそ

うの役害」を異たすべく決意を新たにしてtヽます。議様のご支

援、ご鞭撻をお願いL/ます。
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―研究生受入れ―

自社の技術方向上、研究開発体請W

の強化のために「研究生受入れ制
度」を晉活用下さい。

工業技術センター

技術相談 典同所究
aFuア ドパイザ■ 研究生・Wag生の受入れ

巡El絞絡指尊制度 猿桁管及語習剣 蘭催

聯 蜘 目談ヨーナー 蜘 蘭放
鶏 線  鰯 議 ・ 姉

重業技術振興協会

魏
異蕪種交流

癬学営研究会
―
稽学練衛セミナー

」OIS

斃畷協会滋賀県支部

発囃 議会
特許セ婁ナ‐

驚手出願
構鞭 蘭蕗
PATOと ,S

●センター、協会でのサービスー覧

中小企業が生産技術の改善、製品の品質向上、新製品の開発などに取り組

む場合、必要な研究設備や研究者といった研究機能の不足は大きな阻害要因

となっています。当センターは、研究開発、研究交流を通じて行う地域企業
への技術移転の一環として、研究生受け入れを実施し、地域技術の向上を図
っています。

0対 象  県内の中Jヽ製造業、県内に事業所のある企業など

0費 用  研究に必要な材料費など

0期 間  lヵ月以上 1年以内(必要な場合は期間延長可能)

●受入れの流れ

①センターヘ間合せ
(研究テーマ、研究計画などについて御相談下さい。)

緯

②受入れ申請

羽

③検討、研究課題・指導担当職員の決定

て研究の実廠

養
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日本自転車振興会補助機器

ヤt・・
F奪ザ持1丁鶏
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近赤外領域(800～ 2500nm)の 光の吸収は、赤外領域でおこ

る基準仲縮振動の倍音や結合音によるもので、有機化合物の

成分を反映しています。本装置は、近赤外吸収スペクトルを

コンピユータで解析 し、各種成分や特性値の定性・定量分析

を行うもので、近赤外領域での吸収強度は赤外領域に比較し

て100倍程度弱いので高濃度成分を前処理することなく直接測

定できるという特徴があります。用途としては、高分子、プ

ラスチック、石油製品、食品、医薬品等の定性・定量分析、

管理分析等です。なお、定量分析には標準試料を多数(50種以

上)必要とします。

■メーカー・型式
NIRSystems社 (米国)6500P型
■仕様

光学系 :ディジタル侑u御式走査型分光器
測定波長範囲 :400～2500nm

検出器 :Siセツサー、PbSセ ンサー

波長正確度 :± 0 3nm
波長再現性 :± 0 015nm
測定方法 :反射および透週

データ処理 :多波長データ同時取込、微分スペクトル、重回帰分析による定量等が可能

これまで測定機器による評価が主体であった電磁波障害問

題において、数値解析シミュレーション手法による評価が可

能となります。

電気・電子機器のEM1/ノ イズ対策や測定困難な未知デバ

イスの性能評価等に威力を発揮します。具体的には、電磁シ

ールドの性能評価や最適化、電子機器等からの電磁波漏洩対

策、プリント回路基板の局所的なクロス トークの把握等多く

のEMC問題に対応可能です。

■tLa
プリ・ポストプロセッサ

電磁界解析ソフト
EWS
O/S

MSC/Attes、 MSC/XL
MSC社 (米国)MSC/EMAS
SUN Spark Station 20
SUN Solaris 2 4
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研修・セミナーのお矢口らせ

新規研修講座開請のお知らせ

―実験を通して学J3i―

電気 。電子回路技術者養成語塵

新中期研修「電気 。電子回路技術者養成講座」の受講者募集を開始致しました。

この研修は今年度の新設講座で、産業のあらゆる分野で使用されている電気・電子の基本となる回路技術を習得する講座です。

特に、実験を通して学べるように実践向きに構成されています。

今後の人材育成のひとつの柱として、この研修講座をご利用 ください。

研修のねらい

電気・電子回路技術は自動機械の設計や工場の自動化を進める上で、基礎的かつ重要な技術です。本研修は電気・電子回路を

設計する上で、核心となる知識を実験を通して容易に基礎から学べるようにカリキユラムが組まれており、実践的な電気 。電子

回路設計者の養成を目的にしています。

特徴

○立命館大学教授陣を中心として、実験、演習、講義など各方面から研修いたします。(下表を参考)

○努めて講師との接触を深め、人間練成の場もねらいます。

○出席確認、レポー ト提出などを行い研修状況を確認します。派遣企業主とは研修状況の連絡などで緊密な連絡を図ります。

○「生涯能力開発給付金制度」をご利用されますと、受講料および賃金の一部について所定の条件を満たした場合、企業主が補助

金を受けることができます。

○所定の出席率を満たした場合、受講生に修了証書を授与します。

詳しいカリキユラムをお送りします。下記にご請求ください。

平成8年 6月 下旬～11月 下旬 (120時 間)

20名

150,000円 (消費税込み)

工業技術振興協会 TEL Oフ 75‐58‐1530

数 料 1科 目 (嵐翻 1箇拳鑢 簡 誠 硫

員

料講

定

受

間研修期

先一せ
一

鑢

電気 工学 の基 礎 (3)   立 命館 大 学   致 摂  辻 オ寸 真

電気 回路 基礎 実験
立 命館 大 学   教 授

立命 館 大 学  助教 授
(3)

夭

慶

睡

康

畑

松

川

可
電気・電子工学の基礎

電子工学の基礎 (4)  立命館大学  教授  三木 秀 二郎

電子 回路 基礎 実験
立命館大学  教授

立命館大学  助教授

津田川 勝

高山 茂
(4)

タチ白す薗悔

増幅回路の基礎とオペアンプ   (3) 立命館大学 教授 中西 恒彦

オペ ア ンプの応用 (3) 教 授 正 勝岡 田立 命 館 大 学

アナログ回路実験 (3)
立 命 館 大 学

立 命 館 大 学

廣原

茂

松

山

小

高

授

授

教

教

助

助

電子 回路
(設計演習を含む)デ ジタル ICの基礎 (2)  立命館大学  教授 溝 尻  勲

デ ジタル ICの応 用 (4)  立命館大学  教授 寺井  秀 一

A/DttE!奥、 D/A要≡!奥 (3)  立命館大学  教授 苅 屋  公 明

デ ジタル 回路 実験 (4)
立 命 館大 学  助教 授  局 山  茂

立 命 館大 学 〕F常勤 講 師 J」 笹ヽ  雅 弘

||IⅢ

総合回路設計 (4)
巾 離

立 命 館大 学 教 授  浦 山 隆

総回数 40回 (語義26回、実験 14回) 総時間数  120時 間
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研修・セミナーのお知らせ

96年度 科学技術セミナー 年間計画

No. 時期   テーマ

86  5月 機械の健康 ― どのように守るか?

今日のように、高度に、また複雑にシステム化された時代において、事故を未然に防ぐため
に、機械。設備の保全は重要です。保全の基礎となる破壊と寿命の基本的な考え方を解説し、
システム化された保全技術の紹介をします。

87  6月 ―壮大な産業の情報化―

CALSのめざすもの
21世紀の企業=バーチヤルエンタープライズの創造に向けて、CALS(生産・調達・運用支

援統合情報システム)、 エレク トロニックコマース (電子商取引)、 GH(地球規模の情報基

盤)、 マルチメデイアなどの高度情報化技術が世界で動 き始めています。なかでも、産業界で

最 も具体的な取 り組みが進みつつある「CALS」 で何ができるのか、めざす ものは何なのか、

始めるための手段を含め、その現状 と展望を探 ります。

88  7月 福祉機器その技術の現状 と展望

最近の社会の高齢化や福祉意識の向上にともない、高齢者や身体障害者の生活を支え、介護

者の負担を軽減する福祉機器の役割が重要となっています。そこで高齢者や障害者のニーズを

踏まえた福祉機器を開発するにあたつて、その現状と展望について解説します。

89  9月 一品質とコス トの両立―

タグチメソッドを活かした技術開発

国内技術の空洞化が′い配される中で、創造性に富む独 自技術の開発が求められています。こ

れまでの開発の方法に代えて、高い品質の物を低いコス トで実現 しようとするタグチメソッド

は、あらゆる物づ くりに威力を発揮 します。そのノウハウと実施例を示 します。

90  10月 拡 が る映像 技 術 と新 産 業 の雄 、 エ ンター テイ メ ン トの 1薯来 展 望

エンターテイメント、アミューズメント産業は、現在最も元気の良い、日本がリードしてい

る数少ない分野です。家庭用に開発された小型ゲーム機には、高性能CPUの搭載、インター

ネット等の各種通信機能が付与され、情報端末としての役割も担いつつあります。その映像技

術および技術 トレンドに最も鋭敏な本産業の将来展望を解説し、ニユービジネスヘのヒントを

与えます。

|工▼

'■
態Ⅲ

1議―
91   1]月 ヒ碗:卜商品開発とキーワード

不景気の中でも、ヒット商品は必ず出現します。そして、そのヒット商品を詳しく分析する

と、あるキーワードが浮かび上がります。現在の消費者がどのようなキーワー ドでモノを買う

のか、このことを知って商品開発することがヒット商品の誕生には不可欠です。ここでは、そ

の考え方等を実例をあげて解説します。

一ｒ経練艦艦‰醜靭

，ｔ，
４
一よ”
“一”一一・一 92

197

1月

ISO14000シリーズとは
企業の環境保護の活動を促し、地域・産業間のレベル差を越えた世界的な環境保護の向上を

とした環境管理・環境監査の IS014000シ リーズの作成が進められています。そこで、

国際規格について解説 し、その対応について考えます。

と密接に結びつく高分子膜の応用93  2月
高分子膜が持つ選択的な分離機能はバイオ、エレクトロニクス、環境保全などの幅広い分野

で応用されています。この技術は、例えば逆浸透現象を利用すれば、海水から食塩と真水を分

離・生成することが可能です。また、廃水の再不U用 、廃液からの有価物の回収および有機合成

の触媒など種々の利用法が考えられます。この技術の基礎理論と今後の活用法等について解説

します。         |

※都合により時期、テーマ、内容などを変更する場合があります。
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日  時

場  所

内  容

研修・セミナーのお知らせ

第87回科学技術セミナー

ー壮大な産業の情報化 ―

CALSのめざすもの

21世紀の企業=バーチヤルエンタープライズの創造に向けて、CALS
(生産・調達・運用支援統合情報システム)、 エレクトロニックコマース(電

子商取引)、 GII(地球規模の情報基盤)、 マルチメデイアなどの高度情報化

技術が世界で動き始めています。なかでも産業界で最も具体的な取組みが

進みつつある「CALS」で何ができるのか。めざすものは何なのか、始める

ための手段を含め、その現状と展望を探 ります。

連載

‖艤飲厩Ⅲ以課のための
画像処理と認識(け

立命館大学理工学部情報学科
教授 田中弘美

蔭 はじめに

最近では、あらゆる業種の企業や官公庁でOA化が急速に進

み、業務において、また個人的な趣味としてコンピュータに

親しむ機会が増えており、いつの間にか私たちの生活にも広

くコンピュータが浸透しています。さらに、1990年代に入っ

て、「マルチメデイア」という言葉がブームとなり、毎日のよ

うにマルチメデイア関連の記事が日に留まるようになって来

ました。

これは、コンピュータ技術の発展を背景とした新しい情報

化社会の移行に伴って、国家や企業体がマルチメデイアを活

用して、仕事や社会の仕組みを変えて行うとし始めているこ

とにあります。また郵政省の報告では、15年後の2010年のマ

ルチメデイア市場は、123兆円にのぼる膨大な金額を予測して

います。

このように、過度とも言えるマルチメデイアに寄せる期待

や認識、そしてその社会的また技術的背景を通して「マルチメ

デイアの現状」を見渡してみることにしましょう。

鯵 マルチメディアとは

毎日のように新聞や雑誌、テレビなどのメデイアをにぎわ

せている「マルチメデイア」に多種多様な人々が関心を持ち、

その実現に取り組んでいます。しかし、マルチメデイアに対

する定義は、コンピュータを初めとして、通信、放送、家

電、流通などのそれぞれの業界においても、また企業におい

ても大きく異なっており、お互いに議論がかみ合わなかった

り、マルチメデイアを捉えにくい原因になっています。そこ

で初めに、「マルチメデイア」を定義することから考えてみま

しょう。

マルチメデイアとは、従来のコンピュータで扱うようなデ

ータだけでなく、音声、静止画像、動画像などの多様な情報

を「デジタル技術」を用いて統一して同等に扱う技術のことで

す。たとえば従来の通信事業では、情報を周波数の波に変え

て送信するアナログ方式が採用されていました。また、電話

は電話、ファクシミリはファクシミリというように別々の回

線がひかれています。こうしたアナログ方式ではなく、情報

を0と 1の組み合わせに数値化して送受信する「デジタル方式」

を活用することで、音声や画像などの多様な情報はすべて同

様に表現することができ、これらを統一して同等に扱うこと

が出来るようになります。

平成8年 6月 25日 (火)P.Ml:30～ 5:00

滋賀県工業技術センター

1.「CALSとは何か」(仮題)

日刊工業新聞社 産業社会部長 千野 俊猛 氏

2.「我社におけるCALSの取り組み」(仮題)

オムロン アルフアテック(株)

技術顧間 小川 忠夫 氏

80ノに

無料

6月 19日 (水 )

員

費

切

加

齢

定

参

申

中期・短期技術研修募集

(1)プラスチック射出成形加工技術語座

射出成形を中心にプラスチックの成形材料、成形法、金型、二次加工

等、射出成形加工に必要な内容について解説すると共に、具体的な成形不

良対策など、現場で役立つ技術についてもアドバイスします。

(2)プログラマブル・ コン トローラ実用技術講座

情報化・マルチメデイア時代の流れのなかで、自動化・FA化では、プロ

グラマブル・コントローラ(PLC)が核となり中心的な役割を果たしていま

す。本講座では、PLCの基本機能を説明すると同時に実践的に役立つよう

PLC機種の特徴や使用法についての基礎知識の習得をめざします。また、

実際の機器を用いた実習を中心としたプログラムの作成等を学習します。

研修期間

定  員

受 講 料

申込締切

研修期間

定  員

受 講 料

申込締切

報費笹舞

平成8年 6月 13日 ～7月 2日 (7日 間 28時 間)

20名

36,000円 (消費税込み)

6月 3日 (月 )

7月 2日 ～7月 19日 (7日 間 33.5時 間)

20名

35,000円 (消費税込み)

6月 21日 (金 )

工業技術振興協会 TEL 0775‐ 58‐ 1530
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このようにマルチメデイアは、コンピュータの登場以来の

デジタル技術やエレクトロニクス技術のたゆまない発展によ

り、もたらされた成果であることがわかります。つまり、マ

ルチメデイア技術は、これまで個々のアナログ機器に依存す

る形で展開してきた多くのメデイア表現を、コンピュータが

作り出すデジタル環境で再統合し、新しいコミュニケーショ

ンの世界を構築する可能性を与えていると考えることが出来

ます。

図 1 常に最新のアメリカの気象情報データが画像とともに得 られる

また、図2に示すように、インターネットが提供する機能を

利用して世界規模マルチメデイアの情報化社会が実現されま

す。そこでは、オフイスが地理的に分散していても、インタ

ーネットを介して、連絡を取 り合い情報を交換しシステムを

開発する事も可能ですし、また、状況を迅速に把握し、利用

者の要望に対応する事も可能になります。

このように、インターネットは時間と距離の壁を越えて誰

もが平等に利用できるコミュニケーション手段として急速に

発展しています。さらに、従来のコミュニケーションの形態

や経済原理や価値観までも変えようとしています。これは、

我々がいずれ直面するマルチメデイア社会の様々な可能性と

問題点を同時に提示していると言えましょう。

ヨーロッパ気象台 アメリカ気象台

♂ 滋賀気象台

姥 インターネット

マルチメディアと共に、最近大きな注目を集めている「イン

ターネット」は、コンピュータ同士を結んだ世界規模のコンピ

ュータ通信ネットワークで、マルチメディア社会への最短距

離と目されています。

1960年代の終わりに米国で誕生したインターネットは、そ

の後全世界にそのネットワークを広げ、わが国でも昨年から

商用利用が可能になりました。これまでは、学術研究に目的

が限定され、利用できる人も限られていましたが、すでに全

世界160カ 国以上、約150万台のコンピュータに接続され、利

用者は2,000万人とも3,000万 人ともいわれています。インタ

ーネットで出来ることは、電子メール※1(コ ンピュータ通信

網を介して送受信される手紙)、 電子掲示板※2、 ファイル転

送※3、 情報検索などがあげられます。しかし、インターネッ

トが注目される大きな理由は、現在もっとも具体的に実現し

ているマルチメデイアであるという点です。インターネット

では、93年末頃から
―

  (Wond wide Web)と 呼ばれる、

テキス ト以外に音声、静止画像、動画像などを扱うことが出

来るマルチメデイアに対応した情報検索環境が急速に広がっ

てきました。「ネットスケープ(Netscape)」 と呼ばれるソフト

ウェアを利用して世界中のマルチメデイアデータベースに簡

単にアクセスする事が可能で、常に最新のデータが、音声や

画像とともに得ることができます。図11よ、ネットスケープを

利用してアメリカの気象データを呼び出しているところを示

しています。利用者はホームページと呼ばれるパーソナルな

マルチメデイアデータベースを簡単に構築し、世界中の人ヘ

公開し情報を発信しています。また、放送としての利用も実

験されており、スペースシャトルから送られてくる宇宙の映

像やクリントン大統領の演説もインターネットで聞くことが

出来ます。

図2 インターネットで結ばれた世界規模のマルチメディア情報化社会

※1 電子メール

コンピュータ通信網を介して送受信される手紙のこと。文字やデー

タのやりとりを含め、私書箱のように手紙を蓄積すること、また、手

紙を複数の人々に同時に送ることもできる。インターネットを介して

世界中の人たちと高速に文通できます。

※2 電子掲示板

利用者によって投稿された記事 (ニ ユースと呼ばれる)は、ネットワ

ークを介して交換され世界中に掲示することができます。記事の性格

や内容によつて分類されているため、興味のあるニュースだけを読む

ことが可能。

※3 ファイル転送

現在使用しているコンピュータを介して、遠隔地のコンピュータを

操作 したり、2つ のコンピュータ間でファイル転送をすることが可

能。この機能を利用して、遠く離れたスタッフが共同でソフトウェア

の開発や ドキュメントの作成をすることができます。

田中 弘美

昭和50年お茶の水女子大学理学部物理学科卒。昭和50～ 53年

(株 )富士通勤務。昭和58年米国ロチェスター大学大学院コン

ピュータサイエンス学科修士課程修了。昭和63年大阪大学大

学院基礎工学研究科制御工学専攻博士課程修了。昭和63年～

平成6年国際電気通信基礎科学研究所客員研究員。「臨場感通

信」の研究に従事。平成6年、立命館大学理工学部情報学科教

授、現在に至る。専門は画像認識・理解、画像通信、コンピ

ユータグラフイックス。

h surga tts ttda協
員

beakED¶
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憫 訛 わ II・ 耐 °m
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人事異動のお知らせ

平成8年4月 1日 付けで下記の人事異動がありましたので、お

知らせします。

転入

健吉 次長(前:出納局管理課課長補佐)

人から何かをしてもらって感謝するのは

当たり前。これでは普通の人どまり。上司

や先輩、お客様に叱られたり、クレームを

つけられたりしたときに感謝の気持ちを。

健康には充分留意して頑張りましょう。

■佐々木 宗生 技術第二科(新規採用職員)

今年から滋賀県の職員としてセンターで

働 くことになりました。早くセンターでの

仕事になれ、身につけた技術、知識を役立

てることができるように頑張りたいと思い

ます。また、センターでの仕事を通じて様

々な分野の方々と交流ができることを楽し

みにしていますので、よろしくお願いしま

す。

工業技術振興協会調査員

(前 :日 野高校主査)

振興協会の研修を担当することになり、

毎日が勉強です。よろしくお願いします。

工業技術振興協会嘱託員

4月 より材料分析の業務に従事することに

なりました。微力ではございますが、専心

業務に精励致す所存でございますので、ご

指導、ご鞭撻を賜 りますようお願い申し上

げます。

■北川 作―郎  発明協会滋賀県支部常務理事(兼)事務局長■富川 栄―

■坂山 邦彦
攀

企画管理課長(兼)管理係長

(前:児童家庭課専門員)

長らく福祉関係の仕事に携わり、全く経験

したことのない分野だけに、寒さと温かさの

混じり合つた春の季節と同じように、不安と

期待がいっぱいの気持ちであります。

また、機械設備機器や専門用語が多く、

戸惑っておりますが、早くこの変化に対応

できるように努めたいと思っております。

よろしくお願いします。

化学食品係副係長

(前:機械工業指導所主査)

異動でセンターに転属 しました宮川で

す。ここでは有機化学関係の仕事を担当し

ます。今まで15年間バルブに携わってきて

おり、分野が全 く違うので一から頑張りた

いと思います。趣味はバレーボール、テニ

ス、コイン、クラシック、山芋掘 り、(献

血)。 浅井町出身。よろしく。

技術第二科(前:信楽窯業試験場)

本年4月 信楽窯業試験場より、工業技術

センターに転属となりました。大津生まれ

大津育ちの大津っ子(独身27歳)でスポーツ

(球技)をするのが大好きです。友人と草野

球チームを作つて遊んでいます。試合をし

たいという方はご連絡ください。

副所長 (兼)商工課参事 (前 :総括専門貝)

主任専門員 (兼)技術第二科長 (前 :技術第二科長)

工業材料係長 (前 :工業材料係副係長)

(前 :工業技術センター次長 )

(前 :工業技術振興協会嘱託員 )

昇任

井上 嘉明

松川 進

前川 昭

退職

北川作一郎

三輪 泰彦

転出

鈴木 彼道  自動車税事務所管理課長

(前 :企画管理課長 (兼)管理係長)

横井川 正美 信楽窯業試験場 (前 :技術第二科)

阿部 弘幸  機械金属工業指導所 (前 :技術第二科)

夢移ノネツ|トリーク vOl.38
平成8年5月 31日発行

滋賀県工業技術センター

520-30滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

TEL 0775-58-1500 Fハじ(0775-58-1373

(財)滋賀県工業技術振興協会
520-30滋賀県栗大郡栗東町上砥山232

(工業技術振興会館内)

砒 0775-58-1530 FAX 0775-58-3048

(社)発明協会滋賀県支部
520-30滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

(工業技術振興会館内)

TEL 0775-58-4040  FAX 0775-58-3048

ご意見 ,ご要望などございましたら、工業技術センター 企画係 佐藤 まで、お気軽にお寄せ下さい。
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